
１ 運営の目的
不登校や不登校傾向にある児童生徒の集団

生活への適応を促し、相談活動や個別指導を

通して自主性や社会性の育成を図り、学校生

活への復帰を支援し、不登校児童生徒の社会

的自立に資することを目的として教育支援セ

ンターを設置する。

２ 令和８年度職員の構成・分担
学校教育課指導係（１人）：運営全般

教育相談指導員（６人） ：指導・支援

３ 利用対象及び受け入れ状況
（１）利用対象

安中市内の公立小中学校に在籍する不登校

または不登校傾向の児童生徒で、本人及び保

護者の利用希望があり、利用が適切であると

認められた者。

（２）利用状況（令和７年度）

小学生２２人 中学生２３人 計４５名

※利用申請書を提出した人数

４ 令和８年度開所予定
（１）開所の曜日と時間

毎週月・火・水・金曜日の週４日間

８：３０～１５：００

（２）開所の期間

１学期･･････ ４月 ７日～ ７月１７日

夏季休業中･･ ７月２１日～ ７月３１日

８月２４日～ ８月３１日

※夏季休業中は開所しない日もある（要確認）。

２学期･･････ ９月 １日～１２月２３日

冬季休業中･･ 開所予定なし

３学期･･････ １月 ７日～ ３月２６日

（３）日時程

８：３０～ 朝の会

８：４０～ 個別の計画等で活動

１１：３０～ 昼食（休憩）

１３：００～ 個別の計画等で活動

１５：００～ 帰宅

（４）指導の方針

①受容的、共感的理解に努め、不安を除去

しながら児童生徒の自己存在感を促す。

②児童生徒及び保護者との人間関係づくり

に配慮した支援や指導にあたる。

③体験的な活動を通して自主的、積極的な

活力を培う。

④仲間との交流を広げ、集団への適応能力

を育み、自己肯定感や自己有用感の高揚

を促す。

⑤在籍校との連携強化を図り、学校復帰や

社会的自立に向けた支援を行う。

（５）主な行事予定（令和８年度）

月 行事・活動内容

４月 教室開き

５月 各校との情報交換

６月

７月 １学期の社会見学

８月 各校との情報交換

９月

10月
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11月

12月 ２学期の社会見学

１月

２月 ３学期の社会見学

３月 各校との情報交換、お別れ会

５ 利用の進め方
（１）利用について

①利用申請書の受取

・利用を検討する児童生徒の保護者は、

利用申請書を在籍校から受け取る。

↓

②教育支援センターの見学

↓

③利用申請書の提出

・利用を検討する児童生徒の保護者は、

利用申請書を在籍校へ提出する。

↓

④支援・指導方針の検討

・学校と教育相談指導員が情報交換を

行う。

↓

⑤利用決定

６ 学校・家庭及び関係機関との連携
（１）学校との連携

①児童生徒の利用日数や活動の様子等につ

いて在籍校へ報告したり、在籍校から学

校での様子や家庭への対応等を聞き取っ

たりすることを通して再登校へのきっか

けを探ったり、自主性や社会性を醸成し

たりする。

②必要に応じてケース会議や関係教職員等

（担任、教育相談担当、相談員、SC･SSW）

との連絡会を開催し、個の状況に応じた

きめ細かな支援や指導を推進する。

③定期的に教育相談指導員が学校を、必要

に応じて各校の教職員が「せせらぎの家」

を訪問しながら十分な連携を図り、児童

生徒や保護者の意思を尊重しながら本人

を取り巻く環境の改善を目指す。

（２）家庭との連携

保護者との面談、電話連絡等を通して、

不登校に対する保護者の理解を深めるとと

もに、連携・協力しながら児童生徒の支援

や指導に当たる。

（３）関係機関との連携

市のSC・SSWが月２～３回訪問し、児童

生徒や保護者、教育相談指導員等へ働きか

け、必要に応じて福祉課、子ども課、児童

相談所等と連携する。

７ 指導・支援の内容
①児童生徒への個別面談による指導・支援

②集団生活への適応

・小集団における運動

（ボール投げ、縄跳び、跳び箱等）

・小集団によるゲーム

（トランプ、将棋、オセロ、囲碁等）

・自然体験活動

（農作物栽培、自然散策、川遊び等）

・創作活動

（工作、料理等）

・楽器演奏

（ピアノ、ギター）

・校外学習

（社会見学、社会体験活動）

③学習支援

（学校の教材等を使った学習等）

④ALTを交えた外国語（英語）活動

（毎週金曜日の午前に実施）

⑤進級・進学に関する情報提供

（進路相談、受験の面接練習等）

⑥学校復帰に向けた支援

（在籍校との連携）

⑦保護者支援

（送迎時での情報共有、個別相談等）


